
（別紙様式２）

区市町村名

令和７年５月１日時点の学童クラブ待機児童数 70 人

１　学童クラブの待機児童が発生している原因 ４　これまでの推移

令和４年度 令和５年度 令和６年度

小学生児童数 10052 10006 9928

増減 - (46) (78)

登録児童数 2484 2706 2881

増減 - 222 175

２　学童クラブの待機児童を解消するための対策 待機児童数 65 63 63

（１）方針 増減 - (2) 0

５　今後の見込

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 累計

小学生児童数 9725 9830 9733 9541

（２）具体策 増減 (203) 105 (97) (192)

申込児童数 3048 3082 3158 3210

増減 - 34 76 52

登録児童数 2976 3054 3146 3210

増減 95 78 92 64

３　「学童クラブの待機児童を解消するための対策」を講じることによる効果

待機児童数 70 28 12 0

増減 7 (42) (16) (12) (63)

確保策の手法

（当該年度に新規で

実施する手法）

令和７年度　学童クラブ待機児童対策計画

近年、共働き世帯の増加により、放課後の安全な居場所を求める保護者ニーズの増

加や、市内の学童クラブにおいても利用希望が年々増加しており、それに伴って、

待機児童の発生が深刻な課題となっている。

既存施設の定員増や新設等のハード整備を中心に、段階的な解消を目指す。

田無柳沢学童

クラブを柳沢

小学校敷地内

に整備し、定

員を現行の50

人から120人に

増やすこと

で、待機児童

の解消を図

る。

タイムシェア

実施により待

機児童の解消

を図る。

タイムシェア

実施により待

機児童の解消

を図る。
新たな施設整備と定員の拡充により、田無柳沢小学校エリアにおける学童クラブの

受け入れ体制が強化され、二次以降の申請者も含めた利用希望者を受け入れること

が可能となる。また、学校敷地内に整備することにより、子どもたちの移動の安全

性・利便性も向上し、保護者への安心感にもつながる。

また、学校施設の余裕教室等を活用することで、受け入れ拡大が可能となり、既存

施設の稼働率を高める。

西東京市

令和７年度に田無柳沢学童クラブを柳沢小学校敷地内に整備する。

新施設により、定員を現行の50人から120人へ倍増させることで、当該校

区における待機児童の解消を図る。また、学校施設の空き教室等を活用

し、タイムシェアを実施し、待機児童の解消を図る。

タイムシェア

実施により待

機児童の解消

を図る。


